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お元気ですか？
■ 梅雨明けと同時に真夏日が続いていますが皆様

お変わりなくお過ごしのことと存じます。

コロナウイルスの感染拡大が急激に進んでおり、

全国の感染者はこのところ連日 1000名をはるかに
超えて広がっています。県内の感染者も 140名を超
え、さらなる感染拡大に十分な注意が必要です。

■ 第 1回の古窯跡めぐり（4月 2日）から 4ヵ月
ぶりに、第 2回目の古窯跡見学に参加しました。
本来ならば毎月実施の予定でしたが、コロナウイ

ルスの影響で止む無く中断してしまい第 2回目の実
施を心待ちにしておりました。

今回の参加者は 6名（吉永、坂井、栗山、前田、
鶴）と少数でしたが、大串さんの案内で巡りました。

応法公民館にはコロナと熱中症対策のため夕刻 4
時に集合し、掛の谷窯跡、弥源次窯跡、窯の谷窯跡

を見学したあと黒牟田公民館へ移動して多々良の元

窯跡、多々良 2号窯跡の見学を行いました。
夕方からの見学で、やぶ蚊やまむしの出没を警戒

していましたが遭遇することなく、また、70代 80
代の参加者も落後することなく無事終了することが

出来ました。

大串さんの話によると、以前は登り窯の上には山

の神様が祀られ、地元の方が掃除をしてお参りされ

て大事にしていたそうです。

余談ですが、我が家にも山の神がおりますので、

大事にしなければ家庭および有田の発展、ひいては

日本の発展はないと大いに反省しております。

暑い中での見学会で全員汗びっしょりでしたが、

知的探求に燃える青年に戻って古窯跡見学を楽しみ

ました。（坂井勝也） 全国的なコロナの感染拡大が続いており外出自

粛が定着してきました。

県内の感染者が増える中、地元での感染者が出て

いないのは幸いですが、油断することなく感染予防

に努めましょう。

しばらくは暑さが続きます

が、各自体調の管理に努めて

頂き元気に再会したいと思い

ます。くれぐれもお体ご自愛

くださいますよう。

■ 有田八十八ヶ所巡りは夏の暑さが落ち着くころ

合いを見て、9月以降の再開を予定しています。


